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微量検体からの RNA 抽出・3 次元マイクロアレイの再現性の検討を
行うため、我々は癌培養細胞の細胞数、1×101～1×105 cells 懸濁液から
RNeasy（QIAGEN)を用いて RNA 抽出を行い、各抽出サンプルから
MessageAmp aRNA kit（Ambion)を用いて aRNA の合成を行った。以前
の研究ですでにエストロゲン応答遺伝子を搭載した 3 次元マイクロア
レイを用いて検体ごとの再現性を検討したところ、3 次元マイクロアレ
イを用いる際、aRNAの調整に用いる total RNA量は 100 ng以上 1,000 ng
以下であることが望ましく、これは子宮体癌細胞診での細胞採取量か
らも十分に 3 次元マイクロアレイ解析が許容となる mRNA 量が抽出可
能であることを示唆した。 
子宮体癌検診に有用な遺伝子群を抽出するため、我々は正常子宮内膜
および子宮体癌組織、各 10 例から microdissection 法によって正常腺管


























体を正常と癌の 2 群へと分けた（図 1）。そこで我々
は、この 27 遺伝子に子宮体癌において重要視され


























膜組織の MDK の発現を調べたところ、MDK は正常内膜と比較して癌
組織で有意に高発現することが判明した。また、非がん患者と子宮体












覚化を試みた。Ad-ERE-GFP に感染した細胞は活性型 ER 存在化で GFP
の発現を誘導する。子宮内膜癌の手術検体に Ad-ERE-GFP を接種した
ところ、GFP の発現は ER に依存して増加した。また、接種時における


















た EM3D の作製に成功した。 
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